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CBD-COP11 人と自然 守り守られ
（Nature protects, if she is protected) 

• 日程：2012年10月8日
から19日 

• 会場：インド・ハイデラ
バード国際会議場 

• 成果：33決議、ハイデラ
バード宣言（自治体） 

• サイドイベント：300 

• 参加者：6000人弱（事
前登録） 



COP10（7418）と 
COP11（5852）の参加者の違い 
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CBD事務局への事前登録による参加者リストを元に作成。CBD公式発表の参加者数とは異なる。 



関連イベント 

ハイレベルセグメント 
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2020年に向けたスタート
ダッシュが切れているか？ 
 
COP10成果の実現のため
に、何が必要か？ 

愛知ターゲットが、どんな
影響をもたらしたか？ 

COP11の位置づけ 



COP11の注目議題・・・ 

• 愛知目標のフォローアップ 
  → 国内目標の設定  
  → 指標群の開発とフォローアップ 
• 名古屋議定書の発効に向けて 
  → 各国の批准に向けた動きを検証 

 
• 資源動員戦略 
  → 資源動員目標値の“設定” 
 
• 海洋沿岸- 
  → 重要海域の特定と、公海保護区に向けたステップ 



愛知目標のフォローアップ 

• Thanks to Japan Fund（驚くほど、賞賛される「日本」） 

 

• １９３締約国中＞175（10）がNBSAPを樹立＞40（１３）が改定
＞14カ国が愛知ターゲットにのっとった戦略を立てた。 

 

• 日本、ベラルーシ、韓国、ドミニカ共和国、EU、フランス、アイ

ルランド、イタリア、セルビア、スペイン、スイス、東ティモー
ル、UK、ベネズエラ 

 

 



愛知目標のフォローアップ 

• 愛知ターゲットの枠組みにのっとった、世界レベルで利用可
能な、愛知ターゲット達成を測る指標の開発。20の目標のう
ち半分が未整備 

 

• GBO4（地球規模生物多様性概況第4版）＝愛知ターゲット中
間評価書の作成。2014年3月までに締約国から提出される
報告と、科学者からのインプットに基づき、COP12で発表 

 

• 2014年の後半にカルタヘナMOP7と名古屋MOP1と、そして
CBD-COP12を韓国（チャンウォン？）で実施。 

 

 

 



資源動員戦略 
COP10決議 
 COP11で目標値を 
決めることを合意 

？ 

2000             2010年                         2020年 

生物多様性に投
じられる資金 

COP10決議 
 指標（測り方）を合意 

COP10決議 
 実情把握のモニタリングすることを合意 

COP11決議すべきこと 
 基準年（2006-2010） 

COP11決議すべきこと 

 各国からの需要調査・投資資金
額の報告・とりまとめの仕組み 

目標値 
と 

増やし方 

COP10決議 
 顕著に増やすことを合意 



海洋沿岸 

• 生物多様性上重要な海域の特定が、各海域で着実
に進行（西南太平洋、カリブ海、北東大西洋、地中
海、インド洋・東アフリカ海域（8月）） 

• 残された海域は優先実施 

 

• 海洋国日本の立場は？ 

• 漁業管理機関の役割 

• 海洋沿岸の環境影響評価 

• その他の課題 



CBD-COP11, 2012, Hyderabad, India 

人と自然 守り守られ（Nature protects, if she is protected) 

• 愛知ターゲットに向け
て、あらゆる主体が行
動を提案 

• Good but not enough 

• COP12韓国で２０１４年
開催 




























